
福井県公共工事入札監視委員会の開催概要について 

 

 

 このことについて、平成 30年度福井県公共工事入札監視委員会（第 3回）を開催しましたので、その

概要をお知らせします。 

 

記 

 

１ 日  時   平成 30年 11月 19日（月） 14:00 ～ 16:00 

 

２ 場  所   県庁 10階 審問廷 

 

３ 出席委員   荒井委員、金崎委員、川上委員、清水委員、藤井委員（五十音順） 

 

４ 議事次第 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 議題 

   ・入札および契約に係る制度の運用について 

   ・抽出事案審議 

   ・談合その他の不正行為に関する事項について 

 ⑶ その他 

 ⑷ 閉会 

 

５ 会議概要 

⑴  入札および契約に係る制度の運用について（平成 30年 7月 1日～平成 30年 9月 30日） 

   ・契約件数、落札率の状況について説明 

 ・指名停止の運用状況について説明 

 

⑵  抽出事案審議（事前に藤井委員が抽出）  

ア 平成30年度 森林基幹道開設工事 剱ヶ岳線５工区 

Ｑ 総合評価落札方式の評価項目に若手担当技術者への加点の項目があるが、加点申請の現状はど

うか。 

Ａ 建設産業は担い手不足で若手が少なく、入職者の増加や技術者の育成が課題であることもあり、

申請は少ない。 

 

イ 平成30年度 中山間地域総合整備事業（一般型） 美浜地区第4号工事 

Ｑ 更新とは全ての管を取り換えるということか。 

Ａ 今回の工事場所では管の口径が小さいため部分的な修繕が難しく、全ての管の更新をした。 

 

Ｑ 鋼管で施工しないのか。 

Ａ 水道用より高圧ではないことと、高価になってしまうことから鋼管では行わない。 

 

ウ 交通管制端末改良第３回工事 

Ｑ 福井県内で1900か所あるうち、信号のLED化はどれくらい進んでいるのか。 

Ａ 全体の半分ほど進んでいる。 

 

エ 藤島高等学校 車いす用階段昇降機設置工事（その１） 

Ｑ 階段に車いす用の昇降機を設置する工事だが、エレベーターを設置する案はなかったのか。 

Ａ エレベーターを設置する案もあったが、壁を壊す必要があること等の理由で工事をする校舎が



１年間使えなくなることが分かったため、選択しなかった。 

 

オ 九頭竜川流域下水道事業 管路施設（管渠・人孔）耐震診断業務委託30-05-0020 

Ｑ この業務の指名業者について、県外の業者の方が多いが、県内の業者ではできないのか。 

Ａ 下水道の技術士を雇用し、この業務と同種の実績を有している県内業者は少ない。 

 

⑶  談合その他の不正行為に関する事項について 

期間中に談合情報が 1件あったことを報告 

 

⑷  その他 

Ｑ 総合評価落札方式において若手技術者を配置した場合に加点評価をしているが、人手不足対策

や担い手確保のために女性技術者やベテランの技術者を活用する制度も検討してはどうか。 

Ａ 現在は建設業が若い人に魅力ある職場になることを念頭に制度を考えているが、国土交通省な

どの事例も参考にしながら、反映できるものは取り入れていきたい。 

 

 


